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２０２3年 6月 4日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 17章 11～27節（エレミヤ書講解説教 36回目） 

タイトル：「主を見上げて」 

きょうは、エレミヤ書 17 章後半からお話します。タイトルは、「主を見上げて」です。エレミヤ

は、13 節で「イスラエルの望みである主よ」と告白しています。また、14 節では「あなたこそ、

私の賛美だからです」と言っています。さらに 17 節でも「あなたは、わざわいの日の、私の避

け所です」と告白しています。エレミヤは神の預言者として神のことばを語ったことでユダの民

から蔑まれ、激しい痛みと孤独に苛まれていました。そのような中で彼は主を見上げ、信仰の

目をもって、真の希望がどこから来るのかをしっかり見ていたのです。 

  それは私たちも同じです。私たちもクリスチャンとして生きることは、必ずしも楽なことでは

ありません。時にエレミヤのように孤独とか不安に苛
さいな

まれることがあります。でも、そのような

中にあっても信仰をもって主を見上げるなら真の希望が与えられ、それを克服することができ

ます。肺に酸素が必要なように、私たちのたましいにも希望が必要なのです。希望の灯が消え

ると、私たちのたましいも死んでしまいます。 

  きょうは、この希望の灯をともし続けるために、目を天に向けて、希望の源であられる主を、

しっかり見るようにというお話をしたいと思います。 

Ⅰ．主はイスラエルの望み（１1－13） 

まず、11～13 節をご覧ください。「11 しゃこが自分で産まなかった卵を抱くように、公正

によらないで富を得る者がいる。彼の生涯の半ばで、富が彼を置き去りにし、その末は愚か者

に終わる。12 私たちの聖所がある場所は、初めから高く上げられた栄光の王座だ。13 「イス

ラエルの望みである主よ。あなたを捨てる者は、みな恥を見ます。」「わたしから離れ去る者は、

地にその名が記される。いのちの水の泉である主を捨てたからだ。」」 

「しゃこ」とは鳥のことです。キジ科の鳥で、日本のキジと鶉
うずら

の中間くらいの大きさの鳥です。
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あまり飛ぶことはしません。地面を走り回るといった感じです。エビなどの甲殻類の「しゃこ」で

はありません。寿司ネタのしゃこではありません。あるいは、世界最大の二枚貝の「シャコ」でも

ありません。もちろん、車の車庫でもありません。鳥のしゃこです。かわいいですね、しゃこちゃ

ん。これはなかなか身近にいない鳥なのでピンとこないかもしれませんが、ここでは、公正によ

らないで富を得る者、すなわち、不正に富を集めた人が、自分の産まなかった卵を抱く「しゃこ」

にたとえられているのです。この「しゃこ」の特性が、不正に富を集める人に似ているのです。

その末路はどうなるでしょうか。彼の生涯の半ばで、富が彼を置き去りにし、離れ去ることにな

ります。つまり、孵化した雛が偽の親鳥から離れて行くように、不正な方法で蓄えた財も、突然

その人の手からすり落ちてしまうことになります。それはまことに愚かなことです。 

いったいどうしてここにいきなり富の話、お金の話が出てくるのでしょうか。前回のところに

は、人間に信頼する者はのろわれよ。肉なる者を自分の腕とし、心が主から離れている者は、

とありましたが、それとこのしゃこの話がどのような関係があるのか。それはお金に対する価

値観や考え方が、その人の祝福を決めるということです。財政が霊性を表しているということ

です。「金銭を愛することが、あらゆる悪の根だからです。」(Ⅰテモテ 6:10)とある通り、金銭

を愛する者は愚かです。それは前回の言葉で言うなら、まさに人間に信頼する者です。肉なる

者を自分の腕とし、心が主から離れている者です。そのような者は荒れ地の灌木、幸せが訪れ

ても出会うことがなく、焼けついた荒地、住む者のいない塩地に住むようになります。 

私が何歳の頃だったかよく覚えていませんが、たぶん 3歳か 4歳か 5歳かまだ小さい頃、

可愛い子どもだった頃のことです。母と道を渡ろうと信号に止まっていたとき、そこに千円札

が落ちているのを見つけました。どうするのかなぁと思って見ていたら、母の行動は素早かっ

たですね。その千円札をさっと拾うと自分のエプロンのポケットに入れたのです。そして、私に

こう言いました。「いいがい、トミちゃん、お金がすべてだがらない」今でもよく覚えています。

あの光景を。忘れることができません。それ以来、私はずっとお金がすべてだと思って生きて

きました。 

  それは母に限ったことではありません。それは、この世の一般的な価値観です。すべての物
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事を、お金を基準に考えています。その結果、しゃこが自分で産まなかった卵を抱くように、公

正によらないで富を得ようとするということが起こってくるのです。問題は富に執着すること

です。それは愚か者に終わると聖書は言うのです。 

では、どうすればいいのでしょうか。12～13 節をご覧ください。「12 私たちの聖所がある

場所は、初めから高く上げられた栄光の王座だ。13 「イスラエルの望みである主よ。あなたを

捨てる者は、みな恥を見ます。」「わたしから離れ去る者は、地にその名が記される。いのちの

水の泉である主を捨てたからだ。」 

私たちは、初めから高く上げられた栄光の王座を見なければなりません。そこには、イスラエ

ルの望みである方がおられます。その方を見上げなければなりません。そこに希望があるから

です。 

  エレミヤはここで、信仰の目を上げて、真の希望がどこから来るのかを確認しています。そし

て、神殿があるエルサレムこそ、神の栄光が宿る王座だ、と言いました。そして、主こそイスラエ

ルの望みであると告白したのです。この主を捨てる者は、みな恥を見ます。この主から離れる

なら、希望は残されていません。でも、主に信頼する者は恥を見ることはありません。失望する

ことはないのです。こうやって見ると、ここも前回の箇所とつながっていることがわかります。 

パウロはコロサイ 3 章 2 節でこう言っています。「上にあるものを思いなさい。地にあるも

のを思ってはなりません。」上にあるものを求めなさい。地にあるものを求めてはならないと。

なぜですか。そこにはよみがえられたキリストが神の右の座に着いておられるからです。この

キリストこそ真の希望であられるお方だからです。キリストが再び来られるとき、私たちは朽ち

ることのない栄光のからだに復活することになります。これこそが究極の望みのです。この望

みがあるなら、この地上のどんな問題も乗り越えることができます。 

あなたが見ている所はどこですか。この地上にあるものでしょうか。それとも上にあるもの

ですか。上にあるもの、イスラエルの望みである主を見上げましょう。真の希望はそこから来る

からです。 
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Ⅱ．主はイスラエルの賛美(14-18) 

次に、14～18 節をご覧ください。「14 「私を癒やしてください、主よ。そうすれば、私は癒

やされます。私をお救いください。そうすれば、私は救われます。あなたこそ、私の賛美だから

です。15 ご覧ください。彼らは私に言っています。『主のことばはどこへ行ったのか。さあ、そ

れを来させよ。』16 しかし私は、あなたに従う牧者になることを避けたことはありません。癒

やされない日を望んだこともありません。あなたは、私の唇から出るものが御前にあることを

よくご存じです。17 私を恐れさせないでください。あなたは、わざわいの日の、私の身の避け

所です。18 私を迫害する者たちが恥を見て、私が恥を見ることのないようにしてください。

彼らがうろたえ、私がうろたえることのないようにしてください。彼らの上にわざわいの日を

来たらせ、破れを倍にして、彼らを打ち破ってください。」」 

これはエレミヤの祈りです。エレミヤはここで三つのことを祈っています。第一に彼は、心が

癒されることを願いました。14 節には、「私を癒してください。主よ。そうすれば、私は癒され

ます。私をお救いください。そうすれば、私は救われます。」とあります。ということは、彼はこ

の時ピンチの状態に置かれていたということです。エレミヤは「偽預言者」のレッテルを貼られ

ていました。それは彼がエルサレムの滅亡を預言していたからです。しかしそれがいつまでたっ

ても実現しなかったので、人々は彼のことばをあざ笑うようになっていました。15 節には、そ

んなエレミヤに対する彼らの嘲りのことばが記されてあります。 「主のことばはどこへ行った

のか。さあ、それを来させよ。」これは、彼らの嘲りのことばです。結果的に、エレミヤの預言が

実現するのは、この時から約 40 年後のことです。その間、彼はどんなに苦しかったかと思い

ますね。16節には、「しかし私は、あなたに従う牧者になることを避けたことはありません。」と

あります。彼は言いたくで言ったわけではありません。主に従う牧者として、主が語れとおっし

ゃられたから語っただけなのに、結果的に民に憎まれてしまいました。それで彼はとても傷つ

いていたのです。だから彼は主に、「癒してください」、「救ってくださいと」と祈ったのです。 

でもここで重要なのは、なぜエレミヤはそのように祈ったのかということです。その理由なり、
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目的が 14 節の最後のところにあります。ここには、「あなたこそ、私の賛美だからです。」とあ

ります。エレミヤがそのように祈ったのはどうしてですか。それは彼が癒されて楽になるため

ではありませんでした。彼がピンチから救われるためではありませんでした。勿論、それもあっ

たでしょう。でもそれ以上に、あるいは最終的には、ここに「あなたこそ、私の賛美だからです」

とあるように、それによって主がほめたたえられるためだったのです。 

私たちも同じように祈らなければなりません。「主よ、私を癒してください。」何のためです

か?それによって主がほめたたえられるためです。主こそ、私の賛美だからです。 

  「私を救ってください。そうすれば、私は救われます。」何のためですか。もうこんな生活は嫌

だから、こんな状態には耐えられないからではなく、そのことによって、主の御名があがめられ

るためです。主が私の賛美となるためです。 

  すばらしですね。皆さん、考えたことがありますか。私の癒し、私の救い、私の願い、それを通

して主が崇められるようになるということを。そのことを通して主が賛美されるようになるこ

とを。私たちの祈りのすべては、主の御名があがめられるようになるためなのです。まさに主

の祈りの中にある「御名があがめられるように」です。それがすべての動機とならなければなり

ません。それこそ、みこころにかなった祈りだと言えるでしょう。これをすべての祈りの中心に

したいですね。 

第二に、エレミヤは「私を恐れさせないでください。」と祈りました。17 節です。ここには、

「私を恐れさせないでください。あなたは、わざわいの日の、私の避け所です。」とあります。と

いうことは、この時エレミヤには恐れに苛まれていたということです。エレミヤとて、私たちと

同じ人間でした。神の預言者として大胆にいのちをかけでみことばを語っていましたが、そう

いう人には何の恐れもないのかというとそうではなく、そのような人であってもいろいろな不

安や恐れを抱えているのです。ですから、預言者としての使命を全うするためには、主の助け

とあわれみが必要だったのです。祈りによってそれを克服していく必要がありました。だから

エレミヤは「私を恐れさせないでください。あなたは、わざわいの日の、私の避け所です。」と祈

ったのです。 
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それは、使徒パウロも同じでした。彼は、エペソ 6 章 19 節で、「また、私のためにも、私が口

を開くときに語るべきことばが与えられて、福音の奥義を大胆に知らせることができるように、

祈ってください。」と言っています。あのパウロが「祈ってください」と祈りを要請しています。

パウロほどの人物ならば何も怖いものなどなかったんじゃないかと思うかもしれませんが、彼

にも恐れがあったのです。だから、大胆に語れるように祈ってくださいと言ったのです。自分

の力ではとても無理です。とても敵の前で大胆に語ることなどできません。私には祈りが必要

です。私には神の力が必要なのです。どうか私のために祈ってください、そうお願いしたので

す。彼は自分の弱さを認めていました。だから、祈ってくださいと素直に言うことができたの

です。パウロは本当に謙遜な人だなあと思います。謙遜じゃないとこのように言うことはでき

ません。どちらかというと、私はなかなかこのように言えない弱さがあるなぁと思います。高

慢なんですね。自分で何とかしようとする。自分の力で頑張るという意識が強いのです。でも、

パウロのように、自分の弱さを率直に認めて祈ることが大切です。私にはできないので、主よ、

あなたが助けてください。あなたは、わざわいの日の、私の身の避け所ですと。 

第三に、エレミヤは敵が恥を見て、私が恥を見ることがないようにしてください、と祈りまし

た。18節です。ここには「彼らの上にわざわいの日を来たらせ、破れを倍にして、彼らを打ち破

ってください」とあります。まさに倍返しです。しかし、これはエレミヤの個人的な復讐心から出

たものではありません。神の義が全うされるようにという願いです。「あなたこそ、私の賛美だ

からです。」主こそ彼の賛美でした。神の義が全うされることによって、神の御名があがめられ

るようにという祈りが、このような表現となったのです。 

皆さん、どうでしょうか。私たちもエレミヤのようにピンチに陥ることがあります。恐れに苛

まれることがある。苦しくて逃げ出したくなるような時があります。先のことが見えなくて不安

になることもあるでしょう。そのような時、そうした恐れや不安に勝利するために必要なことは

何でしょうか。祈ることです。詩篇 121篇 

 1 私は山に向かって目を上げる。私の助けは、どこから来るのだろうか。 

 2 私の助けは、天地を造られた【主】から来る。 
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 3 主はあなたの足をよろけさせず、あなたを守る方は、まどろむこともない。 

 4 見よ。イスラエルを守る方は、まどろむこともなく、眠ることもない。 

 5 【主】は、あなたを守る方。【主】は、あなたの右の手をおおう陰。 

 6 昼も、日が、あなたを打つことがなく、夜も、月が、あなたを打つことはない。 

 7 【主】は、すべてのわざわいから、あなたを守り、あなたのいのちを守られる。 

 8 【主】は、あなたを、行くにも帰るにも、今よりとこしえまでも守られる。 

先が見えない不安の中で、この詩篇の作者は山に向かって目を上げると言いました。なぜな

ら、彼は真の助けはそこから来ると信じていたからです。天地を創られた主から来ると。主は

まどろむこともなく、眠ることもありません。主はあなたを守る方。主はあなたの右の手をおお

う陰です。昼も、日があなたを討つことがなく、夜も、月があなたを討つことはありません。主

は、すべての災いから、あなたを守り、あなたの命を守られます。この方を見上げるのです。主

を見上げるのです。先が見えない不安の中でも、それをだれか人のせいにしたり、何かのせい

にするのではなく、山に向かって目を上げ、そこから助けを求める。それが、私たちに求められ

ていることです。それが不安や恐れを克服していくために必要なことなのです。 

Ⅲ．主は契約を守られる方(19-27) 

第三に、主は契約を守られる神であるということです。19～27節をご覧ください。「19 主

は私にこう言われる。「行って、ユダの王たちが出入りする、この民の子らの門と、エルサレムの

すべての門に立ち、20 彼らに言え。『これらの門の内に入るユダの王たち、ユダ全体、エルサ

レムの全住民よ、主のことばを聞け。21 主はこう言われる。あなたがた自身、気をつけて、安

息日に荷物を運ぶな。また、それをエルサレムの門の内に持ち込むな。22 また、安息日に荷

物を家から出すな。いかなる仕事もするな。安息日を聖なるものとせよ。わたしがあなたがた

の先祖に命じたとおりだ。23 しかし、彼らは聞かず、耳を傾けず、うなじを固くする者となっ

て聞こうとせず、戒めを受けなかった。 

  24 もし、あなたがたが、本当にわたしに聞き従い─主のことば─安息日にこの都の門の内
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に荷物を持ち込まず、安息日を聖なるものとし、この日にいかなる仕事もしないなら、25 ダ

ビデの王座に就く王たちや、車や馬に乗る首長たち、すなわち王たちとその首長たち、ユダの

人、エルサレムの住民は、この都の門の内に入り、この都はとこしえに人の住む所となる。26 

ユダの町々やエルサレムの周辺から、ベニヤミンの地やシェフェラから、また山地やネゲブから、

全焼のささげ物、いけにえ、穀物のささげ物、乳香を携えて来る者、また感謝のいけにえを携

えて来る者が、主の宮に来る。27 しかし、もし、わたしの言うことを聞き入れず、安息日を聖

なるものとせず、安息日に荷物を運んでエルサレムの門の内に入るなら、わたしはその門に火

をつけ、火はエルサレムの宮殿をなめ尽くし、消えることがない。』」 

ここで主はエレミヤを通して安息日の問題について語っておられます。その内容は、安息日

に荷物を運ぶな、労働するな、安息日を聖く保てというものでした。彼らの先祖たちはその命

令を無視し、かたくなな心で歩んできました。そして今、新しい世代の者たちに、再度この安息

日を守れるようにと命じているのです。 

なぜ安息日なのでしょうか。なぜなら、これが神との契約の中心だったからです。十戒にも

ありますね。「安息日を覚えて、これを聖なるものとせよ。」(出エジプト記 20:8)ただ休めとい

うのではなく、これを聖なるものとしなければなりませんでした。これが神との契約のしるしだ

ったのです。神との契約のしるしがもう一つあります。それは何かというと割礼です。ですから、

この安息日を守るというのは、割礼を受けることと合わせて、ユダヤ人をユダヤ人たらしめる、

ユダヤ人ならではのしるしだったのです。ですから、このエレミヤのメッセージは、神との契約

関係に帰れということだったのです。もしユダの民がその声に聞き従い、安息日を守るなら、

彼らの心に悔い改めの心が生じたということがわかります。しかし、そうでなければ、その他の

律法も守ることはできません。 

  しかし彼らはそれを守るどころか、むしろ、安息日に休むのはもったいないと荷物を運び入

れ、ビジネスを展開していました。その結果、どのようなことがもたらされるのでしょうか。27

節です。主はエルサレムの門に火をつけ、火はエルサレムの宮殿をなめ尽くすことになります。

エルサレムは崩壊するということです。これはバビロン捕囚のことを意味しています。バビロン
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によってエルサレムは完全に崩壊することになります。 

  神はイスラエルの民に何度も悔い改めの機会を提供されましたが、彼らはことごとくそれを

拒否しました。その結果、この民を懲らしめる方法としては、バビロン捕囚しか残されていなか

ったのです。神の恵みを拒み続けると、自らの上にのろいを招くようになります。しかし、神と

の契約を守る者には、神の祝福がもたらされるのです。 

問題は、あなたがどこを見ているかということです。あなたの心はどこにあるかということ

です。あなたの心が主から離れていれば、あなたは荒れ地の灌木、焼けついた荒野、住む者の

いない塩地に住むようになります。しかし、あなたの心が主につながっているなら、そういう人

は水のほとりの植えられた木のように、流れのほとりに根を伸ばし、暑さが来ても暑さ知らず、

葉は茂って、日照りの年も心配なく、実を結ぶことをやめません。だから、あなたがどこを見て

いるのかは重要なことなのです。泥だらけの地面を見るのではなく、あなたの目を天に向け、

イスラエル神がどのようなお方なのかをしっかりと見て、そこから助けをいただきましょう。こ

の神と心のベルトをしっかりかけて、希望の灯をともしていただこうではありませんか。そうい

う人は、何が起こってもあわてることがありません。 

最後に、暗黒大陸アフリカへの宣教師として召されたデイビッド・リヴィングストンのお話を

して終わりたいと思います。彼の 1856年 1月 14日の日記には、「今日は私の 16年間のア

フリカ滞在中最大の危機を迎えた」と記しています。実は、彼ら一行を現地人が待ち伏せして

いて、いのちをねらっているという情報が入って来たのです。リヴィングストンの仲間は「行く

のを止めよう」とか「迂回しよう」と提案しましたが、リヴィングストンは「私たちを守ってくださ

る方は、必ず約束を守る紳士である。この紳士のことばを私は信じる」。そう言って、マタイの

福音書 28章 20節のことばを引用しました。そこで、イエス・キリストは、次のように約束して

います。 

  「見よ。わたしは、世の終わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。」 

  そして、リヴィングストンたちは予定通りのコースを白昼堂々と進んで行ったのです。待ち伏

せしていた現地人たちは何かに縛られたように動けず、自分たちの目の前を通り過ぎるリヴィ
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ングストンたちをただ見送るだけでした。 

確かな方に繋がっている、この方に支えられているという確信がある人は、何があっても動

じることはありません。主はあなたを守る方、イスラエルの望みです。この方を見上げましょう。

そうすれば、主があなたを守ってくださいます。主はあなたの賛美、わざわいの日の、身の避

け所なのです。 


